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本学の立地している静岡県遠州地区は現代の車社会を作り上げた多くの偉人を輩出し
ている。トヨタの創始者である豊田佐吉氏、ホンダの創始者である本田宗一郎氏、ヤマ
ハの創始者である山葉寅楠氏、スズキの創始者である鈴木道雄氏…。これだけ数多くの

自動車メーカ創始者の出身地となり、「ものづくり」が盛んな地域は世界的に見ても非常に稀である。
また、本学の「ものづくり」拠点であるすずよクリエイティブハウスは、平成10年3月に設置され今年で10

年が経過し、現在、NHKロボコン、鳥人間コンテスト、学生フォーミュラなど様々な学生による創作活動がお
こなわれている。作業をしている学生は非常に活発で頼もしい存在となっている。
「障子をあけてみよ、外はひろいぞ。」トヨタ自動車の創業者である豊田佐吉翁の言葉で、常に外を見て挑戦
していこうという気概に満ちあふれた言葉である。本学の学生も困難を乗り越えてチャレンジする心を忘れず
に世界に目を向けた挑戦をして欲しいものである。 （T）

この表題は、今年度発行の「大学案内」の表紙を飾っているキャッチフ
レーズです。確かに本学は、この4月から総合情報学部と理工学部の2学部
体制になりましたし、時代の要請に基づいて、新しいコースが幾つか設置
されました。

大学の進化論とか進化形とは、言葉として少し妙な使い方ですが、技術者を養成する大学にあっ
ては、世の中の急速に発達する技術にあわせて、常に変革が求められ、対応しているのです。今回
は、学問の府としての立場を保ちながら、新しい技術分野を取り入れた改革なのです。
特に情報機器の発達には目を見張るものがあり、新しい機器が数年で陳腐化するスピードですし、
日常生活のあらゆるところにコンピュータが入り込んでいます。それを動かすソフトウエアも技術
の産物です。当然、これらを開発する立場の人間も頭を切り替える必要があります。理工学的な技
術だけでなく、文系的な要素や人間の感性が必要になってきているのです。新しい「総合情報学部」
では、人間の感性とコンピュータ技術の両方を理解し、社会のニーズに柔軟に対応できる人材を育
てたいと思っています。
来年3月には、富士山静岡空港が完成します。機械工学科に「航空工学コース」を新設し、航空機
産業をはじめとする機械産業において高度な
設計・開発を担う人材を育成します。実際の
航空機に触れていただくために空港近くに分
校を設置する計画も進めています。
この遠州地方には、先端的な光産業が生
まれています。そのような動きに対応する
ため電気電子工学科に「光応用・電子デバ
イスコース」を設け、光デバイス、センサ
などを電子機器に応用することができる人
材を育てます。
また、物質生命科学科に女子学生に人気の
ある生命・食品・環境分野としての「バイオ
食品化学コース」を設置して、食品機能・食
品保存などの研究を進めながらその分野の人
材を育てます。
大学の進化形の一部を紹介しましたが、入
学したすべての学生諸君が卒業するときに
「入ってよかった理工科大学」と言われるよ
うになることが、大学としての最も望ましい
進化の形です。

遠州灘
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中学生のための実験講座

平成19年8月6日（月）、本学電気電子情報工学科主

催による袋井市内の中学生を対象とした「電気に関す

る実験講座」を開催しました。9回目の開催となった今

回は30名の中学生が参加し、モータを使った簡単なロ

ボットや電気回路の作製など、いろいろな電気の実験

を体験しました。

公開講座

平成19年9月1日（土）、9月29日（土）、10月13日

（土）に、「後期公開講座」を開催しました。「進化への

挑戦」を共通テーマに、1回目は本学機械工学科の榊田

勝教授と株式会社エイ・エス・アイ総研の太田豊彦氏

が、2回目は本学電気電子情報工学科の恩田一教授と小

澤哲夫准教授が、3回目は、本学物質生命科学科の常吉

俊宏教授と独立行政法人農業・食品産業技術総合研究

機構の山本万里氏がそれぞれ講演しました。

市民体験入学

平成19年8月26日（日）、「市民体験入学」を開催し、

240名を超える地域住民の方が参加しました。当日は、

経済アナリストの森永卓郎さんが「IT革命の後にくる

もの～バブルとデフレを越えて～」と題して全体講義

を行った後、本学教員による10テーマの選択講義を行

いました。

大学祭

平成19年10月27日（土）・28日（日）の両日、第17

回の大学祭「SISTIVAL’07」（実行委員長：3年 増田加

世さん）を開催しました。

“Joy fu l”＝楽しく、“Or i g i na l”＝独創的で、

“Interesting”＝魅力ある、“Nice”＝素晴らしい、の

頭文字からテーマを「JOIN」とし、両日とも活気に満

ちた、賑やかな大学祭になりました。
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SIST企業セミナー

平成20年3月7日（金）、10日（月）の2日間、本学で

「SIST企業セミナー」を開催しました。両日で151社の

企業に参加いただき、約300名の学生は参加企業の人

事担当者との面談に臨みました。

公開シンポジウム

平成20年1月26日（土）、「21世紀の新しいロボット

技術」をテーマに公開シンポジウムを開催しました。

当日は、トヨタ自動車株式会社 パートナーロボット

開発部 第3設計グループ長の山田耕嗣氏による基調講

演の後、「ロボット技術が社会を変える」をテーマにパ

ネルディスカッションを行い、参加者も交えて活発な

質疑が行われました。

静岡理工科大学キャンパスニュース 7

campus-news-33  08.10.3 2:39 PM  ページ 7



静岡理工科大学キャンパスニュース8

チャレンジハイク

平成20年5月18日（日）、毎年恒例のチャレンジハイ

ク（クラブ連合委員会主催）が開催されました。今年

は晴天に恵まれた中、大学→エコパ→愛野公園→可睡

斎→大学の約25Kmに学生100名がチャレンジし、全員

完歩しました。

公開講座

平成20年度前期公開講座を、5月24日（土）、6月28

日（土）に開催しました。

第１回講座は「食の安全性について考えよう」をテー

マに、本学物質生命科学科の山庄司志朗教授と独立行政

法人農業･食品産業技術総合研究機構食品総合研究所の

川崎晋研究員が、第2回講座は「身近な中国、知らない

中国」をテーマに、本学人間情報デザイン学科の中村塁

講師と浜松大学の白春 講師が講演を行いました。
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本学では助言教員と学生相談室が連携して、学生の悩みごと・困りごとの解決を図っています。学生は、助

言教員（クラス担任のような教員）、所属学科の学生委員の教員、または学生相談室のカウンセラーに相談し、

助言・指導を受けることができます。

学生の悩みごと・困りごとには、授業欠席、成績不振、留年、就職困難などが多く、精神的な問題が関与し

ている場合があります。学生相談室には、毎月1回、病院に所

属する臨床心理士が勤務し、相談・指導とともに、必要に応じ

て医療機関を紹介しています。

しかし、精神的な問題があるにもかかわらず、助言教員や学

生相談室を避けている学生がいます。このような学生には、問

題が深刻化しないように、早期に対処することが不可欠です。

そこで、精神的な問題の兆候がみられた段階で、本学から保護

者へお知らせする方針をとっています。

本学では大学の教職員が一体となり、悩みごと・困りごとに

対応しています。学生が快適な学生生活を過ごすために、保護

者の皆様のご理解とご協力をお願いします。
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本学は、平成19年度に財団法人日本高等教育評価機構による『大

学機関別認証評価』を受審し、平成20年3月19日付で「本評価機構が

定める大学評価基準を満たしている」との認定を受けました。なお、

本学に対する評価報告書につきましては、本学ホームページで公開

しております。

今回の評価結果において、本学は「特色ある優れた教育研究活動

や社会貢献が行われている」との評をいただきました。

今後も、本評価結果に甘んじることなく、本学の理念である「豊

かな人間性を基に、『やらまいか精神と創造性』で地域社会に貢献する技術者を育成する」ことを目指し、教

育・研究・地域貢献に邁進してまいります。また、評価に付された助言に対しては、教職員一同、これを真摯

に受け止めて、更なる改善・改革を進めてまいりますので、今後とも、本学に対するご支援をよろしくお願い

いたします。

学長　荒木信幸
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宇宙ステーションの建設やエコシステムの開発など、科学技術は大きく変
化、発展していますが、地球温暖化も進んでおり、人は今日を「激動の時代」
と呼ぶこともあります。
この激動期に本学は、変化ではなく新しい時代に適応した進化を見せてい
ます。今回、進化にふさわしい新学部・学科の再編に関する内容を特集しま
した。激動期を着実に乗り越えていくこと。これは、すべての人の決断と行
動にかかっている？！？！（S）
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